


P i c k  U p

議 員 は？ 町 民 は？
ど う 感 じ た か

無投票

令和になって初めての勝浦町議会選は選挙戦にはならず、無投票
という形で議員が選出された。この結果を議員や町民はどう受け
止めているのか、議会広報委員会では、緊急取材をおこなった。
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政
治
は
生

活
に
直
結
し
て

い
る
は
ず
で
、

そ
こ
に
民
意
を

示
せ
な
い
の
は

残
念
。
無
投
票
は
無
関
心
を
招
く
。
そ
の
逆
も

然
り
で
、〝
誰
が
な
っ
て
も
一
緒
〟
じ
ゃ
な
い

状
況
を
作
り
、
公
正
な
競
争
が
あ
る
べ
き
。
形

だ
け
じ
ゃ
な
い
情
報
発
信
が
必
要
。

　

町
民
が
議
員
を
選
べ
な
い
の
は
お
か
し
い
。

町
政
報
告
会
や
意
見
交
換
会
な
ど
、
も
っ
と
話
し
合

え
る
場
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い
。

　

町
民
が
議
会

や
町
政
に
対
し

て
無
関
心
で
あ

り
、
若
者
が
出
馬

で
き
る
よ
う
な
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
。 

イ
ベ
ン

ト
休
止
も
相
次
ぎ
、
若
者
が
関
わ
る
機
会
が
減
り

つ
つ
あ
る
。
報
酬
増
も
含
め
た
、
立
候
補
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
町
の
賑
わ
い
や
魅
力
を
創
出

す
る
新
た
な
取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
。

　

も
っ
と
若
い
人
が
立
候
補
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
必
要
。
選
挙

を
し
て
当
選
し
た
人
が
議
員
に
な

る
方
が
町
の
た
め
に
な
る
と
思

う
。

　

や
っ
ぱ
り
結
果

が
見
た
か
っ
た
か

ら
、
是
非
と
も
無

投
票
で
な
く
選
挙
を
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
な
か
な
か
議

員
さ
ん
に
な
る
人
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
定
数
を
減

し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
と
に
か
く
町
の
た
め
に
一

人
一
人
が
自
覚
を
持
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

一
票
を
投

じ
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
残
念
で

す
。
次
回
の
選
挙

に
は
、
女
性
の
社

会
進
出
の
た
め
に

も
多
く
の
女
性
に

立
候
補
し
て
も
ら

い
た
い
。

　

無
投
票
は
地
元
へ
の
無
関
心

が
原
因
。
無
投
票
の
結
果
、
競

争
が
無
く
な
り
、
努
力
し
よ
う

と
思
わ
な
く
な
る
。

　

議
員
を
や
り
た
い
人
が
沢
山
い
る
な

ら
、
選
挙
す
る
べ
き
だ
。
し
か
し
、
現

職
議
員
が
自
分
の
後
任
と
し
て
選
ん
だ

人
が
出
馬
す
る
な
ら
、
あ
え
て
選
挙
す

べ
き
で
は
な
い
。

　

無
投
票
や
な
り
手
不
足
は
ど
こ
の
地
域
も
抱
え
る
問
題
。

人
口
減
だ
け
で
な
く
、
政
治
へ
の
関
心
低
下
も
な
り
手
不

足
の
原
因
。
無
投
票
に
よ
っ
て
民
意
の
反
映
が
難
し
く
な

り
さ
ら
に
悪
循
環
に
な
る
。
住
民
が
参
政
で
き
る
環
境
づ

く
り
と
政
治
へ
の
関
心
を
育
む
教
育
が
必
要
。

　

昔
に
比
べ
人

口
が
減
っ
て
き

て
い
る
た
め
か
、

選
挙
に
出
る
人

が
少
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
勝
浦
町
を
変

え
て
い
き
た
い
と
い

う
意
思
を
持
っ
て
い

る
人
が
少
な
い
ん
か

な
あ
と
い
う
こ
と
で
、

残
念
に
思
い
ま
し
た
。

　

有
権
者
の
立
場
か
ら
考
え
る
時
、
選
挙

も
必
要
だ
と
思
う
が
今
回
の
場
合
は
1
人

が
不
出
馬
の
た
め
、
致
し
方
無
い
と
思
い

ま
す
。

　

町
民
に
と
っ

て
生
ま
れ
育
っ
た

地
域
の
選
挙
は
、

国
政
選
挙
と
違
い
重
み
が
違
う
。
無
投
票
を
な
く

す
に
は
初
出
馬
を
ど
う
増
や
す
か
が
重
要
で
、
ま

ず
は
議
会
活
動
へ
の
理
解
と
興
味
を
刺
激
す
る
情

報
発
信
を
す
る
べ
き
だ
。 

さ
ら
に
は
「
選
挙
」
へ

の
リ
ス
ク
を
覆
す
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
示

す
こ
と
で
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
が
生
ま
れ
る
環

境
が
整
う
の
で
は
な
い
か
。

　

町
議
会

議
員
選
挙
と
い
う
こ
と

で
勝
浦
町
の
こ
と
に
つ
い
て
知
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
選
挙
に
な
っ
て
い
れ

ば
、
さ
ら
に
各
候
補
の
公
約
や
主
義
主

張
を
参
考
に
投
票
す
る
事
も
で
き
た
が
、

無
投
票
に
な
っ
た
。
人
生
初
の
投
票
を

両
親
と
一
緒
に
で
き
ず
残
念
で
し
た
。

「初出馬をどう増やすか」

「無投票は無関心を招く」

「町民との対話を増やして」

「立候補しやすい環境づくりを」 茶の間の話題となるよう積極的に情報発信をする

過疎高齢化が進む地域での　議員成り手不足や　　政治への関心の低下

町民の審判を受けることは、必須です！

選挙改革で、立候補しやすい環境づくりを

議会改革が必要！町政にもっと関心を

成績発表なしの選挙で新人としては残念

町のために町民のために、挑戦したい人はいると思う

選挙のリスクと、議員の魅力との掛け合い

議会の責任を痛感。身近な議会活動が必要

美馬友子議員

篰公一議員 国清一治議員 井出美智子議員

麻植秀樹議員 松田貴志議員

瀬戸直一議員 仙才守議員

花房勝一議員 相原喜久男議員

VOTE!

町政に関心を持って貰えるように

議員に聞いた！
それぞれの無投票

無
投
票
選
挙
は
、
政
治
に
「
新
し
い

風
」
を
吹
き
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
選
挙
費
用
の
圧

縮
や
選
挙
に
よ
る
軋
轢
が
生
ま
れ
ず
議
会

を
円
滑
に
始
め
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
住
民
同
士
の
関
係
が
密
接
な
地
域

で
は
、
長
期
間
に
渡
り
住
民
を
代
表
が

変
わ
ら
な
い
安
心
感
も
あ
る
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
町
政
・

町
の
未
来
を
見
据
え
、
こ
の
無
投
票

選
挙
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か
？

無投票選
挙の是非
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通年日程

令和元年 令和 2 年
7 月 10,24,25,26 1 月 15
8 月 22 2 月 13
9 月 10,11,12,25 3 月 3,4,5,6,17,18,19,23
10 月 17 4 月 21
11 月 6,19,20,21 5 月 12
12 月 10 6 月 23

新
た
な
議
長・副
議
長
　
就
任

　

無
投
票
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

今
期
の
勝
浦
町
議
会
。
新
人
議
員
3
人

を
含
む
10
人
の
町
議
会
議
員
が
、
任
期

４
年
間
に
ど
う
活
動
す
る
の
か
注
目
が

集
ま
る
中
、
新
た
な
議
長
・
副
議
長
が

就
任
し
た
。

　

議
会
広
報
委
員
会
に
、
今
期
議
長
を

務
め
る
美
馬
友
子
議
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

明
る
い
未
来
へ
…
議
長
か
ら
皆
様
へ
…

　

令
和
の
始
ま
り
と
共
に
新
し
い
議
会

の
任
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

町
の
た
め
に
、
今
住
ん
で
い
る
町
民
の

皆
様
に
そ
し
て
自
分
も
人
と
し
て
成
長

で
き
る
よ
う
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、
議
会
の
調
整
役
と
し
て
、
円

滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
女
性
の
視
点

か
ら
も
わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い

開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
に

議
会
改
革
を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

を
活
か
し
議
会
の
チ
ー
ム
力
を
高
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

会
議
の
傍
聴
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
議
会

だ
よ
り
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

誰
も
が
「
私
も
議
員
に
な
っ
て
み
ん

な
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
活
力
と
魅
力
あ
る
議
会
を

め
ざ
し
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　

勝
浦
町
議
会
議
長　

美
馬
友
子

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

議
長
を
務
め
る
美
馬
友
子
議
員
（
写

真
左
・
棚
野
区
）
は
、
平
成
23
年
、
初

当
選
。
今
期
で
３
期
目
。
職
業
は
看
護

師
。
職
場
で
の
知
識
や
経
験
、
女
性
議

員
と
し
て
の
目
線
か
ら
、
福
祉
や
子
育

て
、
女
性
の
社
会
参
画
に
つ
い
て
訴
え

て
い
る
。

　

副
議
長
を
務
め
る
仙
才
守
議
員
（
写

真
右
・
坂
本
区
）
は
、
平
成
27
年
、
初

当
選
。
今
期
で
２
期
目
。
大
手
IT
企
業

で
の
就
業
経
験
を
生
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
「
文
教
の
町
か
つ
う
ら
」
を

め
ざ
し
活
動
し
て
い
る
。

勝浦町議会では、マラソン議会と称して通年会期
制を取り入れています。会期を通年とすることに
よって、常に議会が活動できる状態となるため、
議会のさらなる活性化が期待できます。また、通
年議会の内、一般質問をおこなう 7月、11月、3
月はそれぞれ「若あゆ会議」「みかん会議」「ひな
会議」と愛称がついています。
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た
。
内
訳
は
、
沼
江
１
件
、
山
西
１
件
、

今
山
２
件
、
中
角
１
件
、
星
谷
３
件
、

生
名
２
件
、
棚
野
１
件
、
横
瀬
２
件
、

坂
本
１
件
。

消
費
税
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要

と
推
測
す
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
出
張
費

旅
費
規
程
の
検
討
は
必
要

―
―
―
Ｐ
Ｒ
活
動
に
関
係
団
体
が
参
加

し
て
い
る
が
、
旅
費
の
自
己
負
担
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
大
西
議
員
）

石
木
企
画
交
流
課
長

今
後
も
渡
航
の
機
会
は
続
く
と
思

う
の
で
、
旅
費
規
程
の
検
討
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。

駆
け
込
み
需
要
対
応

住
ま
い
補
助
金
１
０
０
０
万
円
増
額

―
―
―
補
助
金
申
請
の
地
区
別
内
訳

は
。
ま
た
申
請
が
増
え
た
理
由
は
。（
大

西
議
員
）

石
木
課
長

す
で
に
14
件
の
申
請
・
相
談
が
あ
っ

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
販
売

参
加
業
者
を
増
や
し
た
い

―
―
―
事
業
の
概
要
は
。（
相
原
議
員
）

木
村
福
祉
課
長

10
月
の
消
費
増
税
対
策
と
し

て
、
２
万
５
０
０
０
円
の
商
品
券

（
５
０
０
０
円
券
５
枚
）
を
２
万
円
で
、

販
売
す
る
。
住
民
税
非
課
税
者
と
子
育

て
世
帯
を
対
象
と
し
、
約
１
３
０
０
世

帯
に
引
換
券
を
郵
送
す
る
。

―
―
―
多
く
の
町
内
業
者
が
参
加
す
る

よ
う
、商
工
会
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

（
篰
議
員
）

木
村
課
長

商
店
に
事
業
意
義
を
周
知
し
、
賛

同
す
る
業
者
を
増
や
し
た
い
。

6

月

会

議

5

月

会

議

7

月

会

議

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
は

外
国
人
が
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
。

住
ま
い
応
援
事
業
補
助
金
と
は

勝
浦
町
の
住
人
が
町
内
で
住
宅
を
新
築

及
び
改
築
す
る
場
合
や
、
建
築
後
２
年

以
内
の
住
宅
を
購
入
す
る
場
合
に
、
そ

の
経
費
に
対
し
て
10
分
の
１
の
範
囲
内

で
１
０
０
万
円
を
限
度
額
と
し
て
助
成

を
行
う
。

5 月・6 月・７月

横瀬　前川地区の新築住宅

https://www.02premium.go.jp/

プレミアム付商品券についての詳細はこちら

（内閣府のウェブサイトにリンク）
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ま ち づ く り

東部広域農道　早期に完成目標年度を知らせたい 仙 才 P.7

西岡地区の自歩道整備　県に要望したい 瀬 戸 P.8

スクールバス　生比奈小学校区は導入しない 瀬 戸 P8

地籍調査の進捗　来年度で坂本 40％、生名 60％ 相 原 P.9

勝浦町簡易水道事業経営戦略
広報等での周知を検討したい

相 原 P.9

町民体育祭　継続したとしても抜本見直し 花 房 P.10

平石山鉱山　住民の安全確保ができるまでは
事業進行を止めるよう申し入れる

井 出 P.11

星谷橋の改築の基本計画　数年以内にとりかかりたい 国 清 P.13

教 育 小学校のスポーツ指導　充実した体制を確保したい 松 田 P.12

医 療 福 祉
乳がんエコー検査　効果が検証されれば助成を考える 井 出 P.11

病院改築の基本設計　町民の声を反映 松 田 P.12

防 災

災害時避難　赤線や農道も利用を 瀬 戸 P.8

防災マップ更新　県での見直し後に実施したい 相 原 P.9

消防の常備消防化にかかる費用
整備費 5億円、年間運営費 2億円

花 房 P.10

消防広域化、関係市町村との検討会を立ち上げる 国 清 P.13

そ の 他 議案のインターネット公開　個人情報保護ができれば可能 仙 才 P.7

一般質問とは、議員個人が町長などの執行部に対して執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を求め、
町が町民のために適切な町政運営を進めているかを確認する場。3月・7月・11月に行っている。

過去に発行した勝浦町議会広報や一般質問の全編映像は、公式ウェブサイトから閲覧できます。
そちらも合わせてご覧ください。
http://www.town.katsuura.lg.jp/gikai/
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一 般 質 問

公
開
し
て
は
ど
う
か
。

岡
本
参
事
兼
総
務
防
災
課
長

議
案
に
つ
い
て
は
議
会
が
判
断
し

公
開
可
能
で
あ
る
。
説
明
資
料
に
つ
い

て
は
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
等
で
問

題
が
な
け
れ
ば
公
開
は

可
能
。

―
―
―
広
域
農
道
直
下
で
漏
水
に
困
っ

て
い
る
民
家
が
あ
る
。
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

海
川
課
長

県
と
協
議
し
調
査
す
る
。
広
域
農

道
が
原
因
な
ら
ば
、
農
地
や
施
設
に
悪

影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
県
に
対
策
を

要
望
す
る
。

―
―
―
整
備
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し

は
。

海
川
課
長

広
域
農
道
は
、
中
山
間
地
域
の
農

産
物
流
通
の
効
率
化
の
た
め
、
基
幹
農

道
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。

総
延
長
約
27
㎞
、
予
算
総
額

２
５
７
億
円
、
そ
の
う
ち
本
町
分
は
９
・

４
㎞
、
１
０
６
億
円
。

進
捗
は
全
体
で
79
％　

本
町
分
は

87
％
が
完
成
し
て
い
る
。

執
行
済
額
は
全
体
で
２
２
６
億
円
、

本
町
分
が
約
１
０
０
億
円
。
本
町
の
負

担
は
約
10
億
円
、
財
源
は
過
疎
債
を
充

東
部
広
域
農
道

完
成
目
標
年
度
を
早
期
に
知
ら
せ
た
い

―
―
―
広
域
農
道
の
保
守
が
で
き
て
い

な
い
。
側
溝
が
詰
ま
っ
て
お
り
二
次
災

害
の
危
険
が
あ
る
。

海
川
建
設
課
長

県
に
保
守
を
要
望
す
る
。
ま
た
、

完
成
区
間
で
両
端
が
町
道
に
接
続
し
て

い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
町
道
認
定
も

考
え
て
い
き
た
い
。

当
し
て
い
る
。

現
状
で
は
完
成
目
標
年
度
を
明
示

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

過
疎
債
と
は

過
疎
対
策
事
業
債
の
略
。
過
疎
地
域

自
立
促
進
市
町
村
計
画
に
基
づ
い
て

実
施
す
る
公
共
施
設
や
情
報
通
信
基

盤
等
を
整
備
す
る
事
業
が
対
象
と
な

る
債
券
。

―
―
―
事
業
継
続
に
つ
い
て
町
民
の
理

解
を
得
る
に
は
、
完
成
時
期
の
明
示
が

必
要
で
は
な
い
か
。

野
上
町
長

完
成
目
標
年
度
の
設
定
を
県
に
要

請
し
、
早
期
に
町
民
に
お
知
ら
せ
し
た

い
。 

議
案
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

個
人
情
報
保
護
が
で
き
れ
ば
可
能

―
―
―
議
案
と
議
案
に
関
す
る
説

明
資
料
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に

進
ま
な
い
工
事

広
域
農
道
の
完
成
め
ど
は

その他の質問

● 人 口 減 対 策 に つ い て仙才守 議員

整備のできていない側溝　保守管理の徹底を！
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岡
本
参
事
兼
総
務
防
災
課
長

浸
水
等
に
よ
り
町
道
が
通
行
で
き

な
い
場
合
は
農
道
、
赤
線
を
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
。

維
持
管
理
は
中
山
間

直
接
支
払
い
制
度
や
多
面

的
機
能
支
払
い
制
度
で
お

願
い
し
た
い
。

西
岡
地
区
の
自
歩
道
整
備

県
に
要
望
し
た
い

―
―
―
西
岡
地
区
の
安
全
確
保
策
と
し

て
、
北
側
の
土
手
沿
い
の
方
向
に
遊
歩

道
を
整
備
し
、
通
学
路
と
し
て
利
用
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
柳
原
地
区
の
狭
あ

い
部
の
改
良
は
。

海
川
建
設
課
長

遊
歩
道
の
整
備
と
な
る
と
事
業
費

が
大
き
く
な
り
難
し
い
。
中
角
工
区

完
成
後
に
は
西
岡
地
区
の
自
歩
道
事
業

が
整
備
で
き
る
よ
う
に
県
へ
要
望
し
た

い
。
柳
原
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
に
現
道
を
勝
浦
川
側
に
拡
幅
し
た
の

で
、
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス

生
比
奈
小
学
校
区
は
導
入
し
な
い

―
―
―
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
計
画
は

笹
山
教
育
委
員
会
事
務
局
長

生
比
奈
小
学
校
区
は
、
遠
距
離
通

学
距
離
４
キ
ロ
を
超
え
る
児
童
生
徒
が

い
な
い
た
め
、導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

―
―
―
下
校
時
の
付
き
添
い
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

支
援
の
充
実
を
。

笹
山
事
務
局
長

町
民
の
方
が
自
発
的
に
学
校
の
運

営
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
る
。
黄
色
の
ベ
ス
ト
の
支
給
と
保

険
の
加
入
費
用
は
教
育
委
員
会
が
負

担
し
て
い
る
。

災
害
時
の
避
難
経
路

赤
線
や
農
道
も
利
用
を

―
―
―
山
田
地
区
は
避
難
経
路
で
増
水

時
に
通
行
で
き
な
い
危
険
箇
所
が
あ

る
。
早
急
に
改
良
を
。

安
全
な
通
学
路
確
保

土
手
や
狭
あ
い
部
の
整
備
改
良

その他の質問

● 耕作放棄地の現状把握はできているのか 瀬戸 直一 議員

緊急避難時に利用する道　こんなとこ通れんわ！（山田）
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一 般 質 問

防
災
マ
ッ
プ
更
新

県
で
の
見
直
し
後
に
実
施
し
た
い

―
―
―
避
難
勧
告
時
の
体
制
と
防
災
訓

練
の
計
画
は
。

岡
本
参
事
兼
総
務
防
災
課
長

徳
島
気
象
台
か
ら
の
気
象
情
報
と

町
内
の
状
況
等
を
検
討
し
、
避
難
勧
告

を
発
令
。
事
前
に
区
長
お
よ
び
Ｊ
Ａ
職

員
に
連
絡
し
、
町
職
員
を
避
難
所
に
派

遣
す
る
。
９
月
の
防
災
訓
練
は
水
防
の

訓
練
を
想
定
し
全
員
避
難
、
避
難
経
路

の
危
険
個
所
の
確
認
、
物
資
配
送
訓
練

等
を
計
画
し
て
い
る
。

―
―
―
防
災
マ
ッ
プ
お
よ
び
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
状
況
は

岡
本
参
事

防
災
マ
ッ
プ
は
県
で
の
見
直
し
後

に
更
新
し
た
い
。
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

国
、
県
の
指
針
等
を
参
考
に
順
次
整
備

を
考
え
る
。

地
籍
調
査
の
進
捗

来
年
度
で
坂
本
40
％
、
生
名
60
％

―
―
―
現
在
、
地
籍
調
査
を
坂
本
、
生

名
地
区
で
実
施
し
て
い
る
が
、
今
年
度

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

河
野
農
業
振
興
課
長

坂
本
地
区
は
10
区
画
、
生
名
地
区

は
５
区
画
に
分
割
し
調
査
を
し
て
い

る
。
８
月
頃
か
ら
現
地
調
査
に
入
り
、

来
年
度
で
坂
本
40
％
、
生
名
60
％
が
終

わ
る
予
定
で
あ
る
。

勝
浦
町
簡
易
水
道
事
業
経
営
戦
略

広
報
等
で
の
周
知
を
検
討
し
た
い

―
―
―
「
勝
浦
町
簡
易
水
道
事
業
経
営

戦
略
」
は
勝
浦
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
る
が
、
広
報
等
で
分
か
り
や

す
い
説
明
を
し
た
ら
ど
う
か
。

松
本
上
下
水
道
課
長

経
営
戦
略
に
つ
い
て
議
会
に
説
明

し
、各
水
道
組
合
に
も
配
布
し
て
い
る
。

広
報
等
で
の
周
知
は
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

―
―
―
短
期
間
で
の
料
金
値
上
計
画
に

な
っ
て
お
り
、設
備
更
新
費
用
の
圧
縮
、

一
人
住
ま
い
世
帯
へ
の
財
政
支
援
が
必

要
で
は
。

松
本
課
長

組
合
ご
と
に
料
金
設
定
が
異
な
る

た
め
、
住
民
の
費
用
負
担
軽
減
措
置
等

は
難
し
い
。
一
人
暮

ら
し
世
帯
は
最
低
使

用
料
金
と
な
る
よ
う

配
慮
し
た
。

避
難
体
制
、
防
災
マ
ッ
プ

わ
が
町
の
防
災
対
策
は

その他の質問

● インバウンドの計画について
● 平成 30年度決算見込と予定
● 区組織との連携について
● 町道・県道の改善について
● 用水路・河川（支流）の洪水対策について相原 喜久男 議員

昨年の防災訓練　中山区はこんなんやったでよ
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消
防
の
常
備
消
防
化
に
か
か
る
費
用

整
備
費
5
億
円
、
年
間
運
営
費
2
億
円

―
―
―
消
防
本
団
副
団
長
と
し
て
、
常

備
消
防
の
な
い
不
便
さ
や
不
安
を
感
じ

て
い
た
。
な
ぜ
勝
浦
町
に
は
常
備
消
防

が
な
い
の
か
。

野
上
町
長

火
災
が
少
な
く
、
水
害
や
地
震
等

へ
の
意
識
も
低
か
っ
た
。
近
年
、
近
隣

自
治
体
に
広
域
化
の
協
議
を
持
ち
か
け

た
経
緯
は
あ
る
が
、
実
現
に
至
っ
て
い

な
い
。

―
―
―
常
備
消
防
化
に
は
一
体
ど
れ
く

ら
い
の
費
用
が
か
か
る
の
か
。

岡
本
参
事
兼
総
務
防
災
課
長

新
た
な
支
所
の
建
築
費
や
車
両
等

の
整
備
費
を
合
わ
せ
る
と
初
期
投
資

5
億
円
程
度
、
年
間
の
運
営
費
は
20
名

体
制
で
1
億
数
千
万
円
か
ら
2
億
円
が

想
定
さ
れ
る
。

―
―
―
か
つ
う
ら
創
生
総
合
戦
略
に
常

備
消
防
の
設
置
と
い
う
項
目
が
あ
る

が
、
こ
の
4
年
間
の
実
績
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

岡
本
参
事

平
成
29
年
度
か
ら
救
急
救
命
業
務

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
常
備
化
に
向

け
て
関
係
機
関
と
の
協
議
を
重
ね
て
き

た
。平

成
31
年
3
月
に
策
定
さ
れ
た
徳

島
県
消
防
広
域
化
推
進
計
画
で
徳
島

市
、
小
松
島
市
、
上
勝
町
、
佐
那
河
内

村
と
本
町
が
同
じ
枠
組
み
と
し
て
示
さ

れ
て
い
る
。
今
後
は
そ
の
枠
組
み
で
の

検
討
会
で
、
常
備
化
に
向
け
協
議
が
進

む
も
の
と
考
え
て
い
る
。

町
民
体
育
祭

継
続
し
た
と
し
て
も
抜
本
見
直
し

―
―
―
昨
年
の
町
民
体
育
祭
終
了
後
、

全
町
民
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ

た
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
受
け
止

め
は
。

笹
山
教
育
委
員
会
事
務
局
長

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
中
で
、
地
区

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
負
担
軽
減
へ
の
意

見
が
多
か
っ
た
。
体
育
祭
を
継
続
し
た

と
し
て
も
、
抜
本
的
な
見
直
し
は
必
要

で
は
な
い
か
。

―
―
―
今
年
の
町
民
体
育
祭
は
ど

う
な
る
の
か

野
上
町
長

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
各
区
長
の
意

見
を
踏
ま
え
、
今
年
度
の
開
催
に
つ
い

て
、
8
月
2
日
の
区
長
会
で
決
定
し
た

い
。

常
備
消
防
化
は
進
む
の
か

か
か
る
費
用
は

花房 勝一 議員

※
8
月
2
日
の
区
長
会
に
お
い
て
、

野
上
町
長
が
今
年
度
は
開
催
し
な

い
と
表
明
し
た
。

勝浦町消防団　全分団出動し、放水訓練
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一 般 質 問

住
民
の
安
全
確
保
が
で
き
る
ま
で
は

事
業
進
行
を
止
め
る
よ
う
申
し
入
れ
る

―
―
―
「
計
画
は
10
年
に
１
度
の
豪
雨

想
定
。最
近
の
異
常
気
象
で
は
不
安
だ
」

「
国
は
、
ジ
ェ
ー
ン
台
風
被
害
の
歴
史

も
知
ら
ず
に
認
可
し
て
い
る
」「
固
い

岩
壁
の
上
に
土
砂
を
大
量
に
積
み
上
げ

れ
ば
、
大
水
な
ど
で
流
れ
出
す
の
は
当

然
。
な
ぜ
30
万
㎥
も
の
盛
り
土
を
す
る

の
か
」
等
、
住
民
か
ら
は
反
対
意
見
が

多
い
。
町
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

野
上
町
長

　

住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
責
務
が
あ

る
の
で
、
安
全
性
が
担
保
さ
れ
る
ま
で

は
、
四
国
経
済
産
業
局
に
対
し
て
新
た

な
事
業
進
行
を
止
め
る
よ
う
に
申
し
入

れ
る
。

―
―
―
７
月
８
日
の
説
明
会
は
全
町
民

に
案
内
を
す
る
べ
き
で
な
か
っ
た
の

か
。

海
川
建
設
課
長

説
明
会
の
主
催
は
四
国
経
済
産
業

局
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
町
は
場
所
を
提

供
し
た
だ
け
で
あ
る
。
４
月
に
実
施
し

た
説
明
会
参
加
者
に
対
す
る
回
答
の
場

だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

―
―
―
町
民
の
声
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
国
に
し
っ
か
り
と
意
見
を
言
う
べ

き
で
は
な
い
の
か
。
町
長
の
姿
勢
を
問

う
。

野
上
町
長

安
全
性
は
国
が
責
任
を
も
っ
て
担

保
す
べ
き
で
、
町
が
安
全
確
認
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
明
ら
か
な

疑
問
が
残
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
疑

問
に
対
し
経
産
局
に
説
明
を
求
め
て
い

く
。 

乳
が
ん
エ
コ
ー
検
査

効
果
が
検
証
さ
れ
れ
ば
助
成
を
考
え
る

―
―
―
が
ん
検
診
の
年
齢
引
き
下
げ

を
。

　

乳
が
ん
検
診
の
年
齢
を
引
き
下
げ
て

欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
。
京
都
市
に

な
ら
っ
て
、
30
歳
か
ら
エ
コ
ー
検
査
を

取
り
入
れ
た
ら
ど
う
か
。
検
診
の
対
象

者
数
と
経
費
は
。

住
民
が
反
対
　
平
石
山

事
業
進
行
は
ど
う
な
る

井出 美智子 議員

木
村
福
祉
課
長

対
象
人
数
は
30
歳
が
18
人
、
35

歳
が
23
人
。
経
費
は
一
人
あ
た
り
約

７
０
０
０
円
。

野
上
町
長

現
在
、
国
は
40
歳
未
満
の
乳
が
ん

検
診
、
エ
コ
ー
検
査
は
効
果
的
で
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。
も
し
効
果
が
は
っ

き
り
と
検
証
さ
れ
れ
ば
、
町
と
し
て
も

助
成
を
考
え
る
。

心配ないか？　平石山鉱山
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小
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導

充
実
し
た
体
制
を
確
保
し
た
い

―
―
―
幼
少
期
に
専
門
的
な
指
導
を
受

け
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
効
果
は
計
り
知

れ
な
い
。
指
導
者
の
育
成
と
と
も
に
、

専
門
家
に
よ
る
効
果
的
な
指
導
を
図
る

べ
き
で
は
。

市
川
教
育
長

小
学
校
で
は
専
科
制
が
取
り
入
れ

ら
れ
つ
つ
あ
る
の
で
、
体
育
教
師
が
教

え
る
機
会
も
増
え
る
。
今
後
も
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
招
へ
い
事
業
等
も
活
用
し

な
が
ら
、
充
実
し
た
指
導
体
制
を
確
保

し
た
い
。

専
科
制
と
は

学
級
担
任
に
代
わ
っ
て
、
特
定
の
教

科
指
導
の
み
担
当
す
る
教
員
が
当
該

教
科
の
指
導
を
お
こ
な
う
教
授
形

態
。

―
―
―
勝
浦
町
内
の
平
均
寿
命
と
健
康

寿
命
の
差
は

木
村
福
祉
課
長

平
成
26
年
度
の
平
均
寿
命
は
男
性

80
・
１
歳
、
女
性
85
・
１
歳
。
健
康
寿

命
は
そ
れ
ぞ
れ
78
・
６
歳
と
81
・
９
歳

だ
っ
た
。

―
―
―
今
後
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た

め
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講

じ
て
い
く
の
か
。

市
川
教
育
長

K
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
の
周
知
を

す
る
こ
と
で
運
動
参
加
率
を
あ
げ
た

い
。
ま
た
、
小
中
学
校
で
取
り
組
ん
で

い
る
生
活
習
慣
病
対
策
の
成
果
等
を

も
っ
て
、
全
町
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ

た
い
。

木
村
課
長

生
き
生
き
元
気
体
操
、
百
歳
体
操

等
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
も
愛
育

班
で
の
健
康
教
室
等
、
関
係
機
関
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
た
い
。

病
院
改
築
の
基
本
設
計

町
民
の
声
を
反
映

―
―
―
勝
浦
病
院
改
築
事
業
に
お
い

て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
住
民
説

明
会
で
意
見
を
募
っ
て
き
た
。
今
後
、

事
業
が
進
む
に
あ
た
り
、
住
民
の
声
は

ど
の
よ
う
な
形
で
反
映
さ
れ
て
い
く
の

か
。 

　

ま
た
、
住
民
の
声
を
反
映
し
た
結
果

を
ど
の
よ
う
な
形
で
住
民
に
知
ら
せ
る

の
か
。

笠
木
勝
浦
病
院
事
務
局
長

多
く
の
町
民
の
意
見
を
取
り
入
れ

た
基
本
設
計
の
概
要
を
7
月
広
報
に
掲

載
し
て
い
る
。
今
後
も
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
改
築
に
向
け
た
取
り
組
み

を
発
信
し
た
い
。

幼
少
期
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導

も
っ
と
効
果
的
に

松田 貴志 議員

キッズバスケの様子　ナイッシュー！
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一 般 質 問

消
防
広
域
化
、
関
係
市
町
村
と
の

検
討
会
を
立
ち
上
げ
る

―
―
―
消
防
常
備
化
に
つ
い
て
質
問
を

続
け
て
き
た
が
、
未
整
備
の
ま
ま
で
あ

る
。

　

県
で
は
「
消
防
広
域
化
推
進
計
画
」

の
な
か
で
勝
浦
町
を
東
部
地
域
に
位
置

づ
け
「
非
常
備
消
防
の
解
消
」
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
県
危
機
管
理
部
長
も
積

極
的
に
推
進
し
て
お
り
、
今
が
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
。
関
係
市
町
村
と
の
協
議
を

早
急
に
す
べ
き
で
あ
る
。

野
上
町
長

県
か
ら
具
体
的
な
計
画
が
出
て
い

る
の
で
、
関
係
市
町
村
と
の
検
討
会
を
、

こ
の
夏
に
も
立
ち
上
げ
た
い
。

　
―
―
―
消
防
常
備
化
に
向
け
て
は
、
町

民
の
理
解
が
必
要
で
あ
り
、
消
防
団
を

は
じ
め
関
係
団
体
で
組
織
す
る
「
常
備

化
推
進
協
議
会
（
仮
称
）」
を
立
ち
上

げ
て
は
ど
う
か
。

野
上
町
長

常
備
化
に
向
け
て
の
課
題
や
推
進

に
つ
い
て
、
消
防
関
係
者
の
意
見
を
聞

く
場
は
必
要
で
あ
る
。

星
谷
橋
の
改
築
の
基
本
計
画

数
年
以
内
に
と
り
か
か
り
た
い

―
―
―
旧
生
比
奈
村
時
代
に
潜
水
橋
３

橋
と
し
て
、
今
山
橋
、
黒
岩
橋
、
星
谷

橋
が
あ
っ
た
が
、
改
築
の
経
緯
は
。

海
川
建
設
課
長

　

い
ず
れ
の
橋
も
昭
和
24
年
に
改
築
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
黒
岩
橋
は
昭
和
56
年
に
中

央
橋
と
し
て
、
今
山
橋
は
平
成
14
年
に

そ
れ
ぞ
れ
改
築
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、星
谷
橋
は
平
成
21
年
の「
橋

梁
長
寿
命
化
計
画
」
で
老
朽
化
で
改
修

不
可
能
と
診
断
さ
れ
た
が
、
10
年
が
経

過
し
て
も
改
築
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

野
上
町
長

横
瀬
橋
の
改
築
や
優
先
順
位
が

あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

―
―
―
星
谷
橋
は
す
で
に
70
年
が
経
過

し
て
い
る
。
改
築
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
は
出

た
が
、
今
か
ら
10
年
も
か
か
る
の
で
は

危
険
極
ま
り
な
い
。
早
期
の
改
築
を
。

野
上
町
長

早
期
改
築
に
向
け
、
２
、３
年
後
に

は
基
本
計
画
に
取
り
か
か
り
た
い
。

進
ま
な
い
消
防
広
域
化

今
後
の
計
画
は

国清 一治 議員

その他の質問

● 住宅政策 ● 県道新浜勝浦線改良
● 恐竜の町づくり ● 東京五輪に向けて

星谷橋（上）今山橋（下）ぜんぜんちゃうでないで
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花
房

相
原

瀬
戸

仙
才

美
馬

麻
植

松
田 篰 国

清
井
出

議 会 広 報 常 任 委 員 会 ◎ ◯ ◯ ◯ ☆

議 会 運 営 委 員 会 ◎ ◯ ◯ ☆

勝 浦 病 院 改 築 特 別 委 員 会 ◯ ◯ ◯ ◎ ◯ ☆ ◯ ◯ ◯ ◯

防 災 対 策 特 別 委 員 会 ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ☆ ◯

地 方 創 生 特 別 委 員 会 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◎ ☆

小 松 島 外 三 町 村 衛 生 組 合 議 員 ◯ ◯ ◯

議会広報常任委員会 議会事務局職員
議会事務局長
後藤信之

議会事務局員
小松康江

議会選出監査委員
松田貴志

☆委員長　　◎副委員長　　◯委員

7月 10日から、議長指名により以下の通り委員会構成が変わりました。

みんなで声かけ合って助け合って、笑顔で暮らせる町

づくりに一生懸命取り組んでいきます。

町民の皆様の声に広く耳を傾け、未来の勝浦町を

創造していきます。小さい声にも耳を傾ける行政を

推進します。頑張ります。

今
期
の
意
気
込
み

　

今
号
の
巻
末
特
集
で
は
「
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ　

今
期
の
意
気
込
み
」
と

題
し
、
当
選
を
果
た
し
た
10
人
の
議

員
に
、
町
政
に
か
け
る
思
い
と
読
者
・

町
民
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞

い
た
。

子どもやお年寄り、弱い立場の人を大切にして、年をとっ

ても、元気で働き、暮らしやすい町づくりをしていきたい。

「安心と活力の町を」めざし消防常備化の実現と、新

たなイベントの創造やインバウンドに全力で取り組む！

住民との対話を重視し、新しい勝浦の創造とスポーツ

を通して世代間の交流を深め、魅力ある町づくりに取り

組みます。

町民の声を町政に届ける活動に注力します。

郷土を次の世代につなぐため、「初心」を忘れずに

頑張ります。

初心を忘れず大好きな町  勝浦町を明るく元気な町にな

るよう一生懸命頑張ります！

生かすべき経験は生かしながらも、既成概念にとらわ

れず、住んで良いと思えるまちづくりに尽くします。

子供と高齢者にあたたかく、安心安全に暮らせる、み
んなで元気な町作りを目指し、そして農業の再生をかた
ちにして、町政と地域を結ぶパイプ役に誠心誠意をもっ
て取り組みたいと思います。

区長経験を議会に、提案を中心とした議会活動、

住みやすい地域つくりをめざして自ら活動します。

花房 勝一 議員篰  公一 議員

井出 美智子 議員 瀬戸 直一 議員

美馬 友子 議員

松田 貴志 議員

相原 喜久男 議員国清 一治 議員

仙才 守 議員

麻植 秀樹 議員
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